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ルカ福音書「旅路物語」の役割は？  
 

主イエスの公生涯は3年半と言われます。聖書の中での証拠
は？
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イエスの公生涯が約3年半と考えられる主な根拠は、特に『ヨハネによる福音書』に記録された複数の過越
（すなわちユダヤの祭り）に基づく年代推定にあります。新約聖書の本文中に「イエスは公生涯を3年半行っ
た」という明示的な記述はありませんが、福音書中に登場する祭り、特に過越祭（ペサハ）の回数を手掛か
りに、公生涯の期間を割り出すことができます。

主な根拠となる箇所：

1. 最初期の過越祭（ヨハネ2:13）
イエスがエルサレムで過越祭にのぞむ場面が登場し、これは公生涯初期の出来事と考えられます。ヨハ
ネ2:11でカナの婚礼が「最初のしるし」と示され、その後エルサレムへ上る流れで過越祭が言及されま
す。これが最初の過越祭と見なされます。

2. さらに2回目、3回目の過越祭の可能性
ヨハネ5:1に「ユダヤ人の祭り」という言及がありますが、どの祭りかは明示されていません。一
部の学者はこれを過越祭と推定しますが、確定的ではありません。
ヨハネ6:4には過越祭が明確に再度登場します。これで少なくとも2回目の過越祭がイエスの公生涯
中にあったことがわかります（先ほどの5:1を過越祭と見なせれば3回目ということになります）。

3. 最終的な過越祭（ヨハネ11:55）
イエスが受難直前に迎える過越祭が記されます。これは受難週（最後のエルサレム入り）にあたる有名
な過越祭で、少なくとも公生涯中3回目（あるいは4回目）の過越祭となります。

これらの祭りからの期間推定：
イエスが公的活動を開始したのは、バプテスマのヨハネによる洗礼（おそらく秋口ないしその直後）と荒野
での試み以降であったと推測されます。そこから少なくとも3回（もしくは4回）の過越祭が記されているた
め、少なくとも約3年間、長ければ3年半程度は公生涯が続いたと考えられます。

要するに、聖書には直接「3年半」と書かれてはいませんが、ヨハネ福音書に数回出現する過越祭の周期を手
掛かりに、イエスの公的活動期間は少なくとも3年から3年半ほどであったと推測することが伝統的な理解と
されているのです。

 

マタイ、マルコ、ルカでは、公生涯ではエルサレムに上るの
は一度だけですか？
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マタイ、マルコ、ルカのいわゆる「共観福音書」では、イエスの公生涯中にエルサレムへ上る記述は、基本
的には受難直前の一度きりの巡礼として描かれています。これら3つの福音書は、イエスの宣教の中心地をガ
リラヤ地方に置き、最後にエルサレムに上って受難へと至る「一次的直線的構造」を持っています。

具体的な点：

ガリラヤでの宣教活動中心：マタイ、マルコ、ルカは、主にイエスがガリラヤ地方や周辺地域で説教・
奇跡・弟子訓練を行う物語を展開します。
「エルサレムへの道」モチーフ：特にルカ福音書では、9章51節からイエスがエルサレムに向かう長い
旅が描かれ、この「旅路」の描写は一回限りの上り行きを強調する文学構造となっています。
エルサレムへの到達と受難：3福音書とも、イエスがエルサレムに入城し（いわゆる「棕櫚の日曜
日」）、そこで最後の週（受難週）を過ごした後、逮捕・裁判・十字架刑へと至ります。この流れは、
一度きりの「エルサレム巡礼」によって公生涯が終結する印象を与えます。

これに対し、ヨハネ福音書はイエスが公生涯中に複数回エルサレムやその周辺を訪れ、祭りに参加している
ことを記しており、それが公生涯を3年～3年半に比定する根拠の一つともなっています。しかし、共観福音
書においては、ストーリー上の構成として、イエスがガリラヤから始まり最終的に一度エルサレムへ行く流
れが強調されています。

 

共観福音書が、一次的直線的構造に書かれている意図は想像
できますが、なぜ、ヨハネは違う書き方である理由はどんな
ものが考えれていますか

 

OpenAI o1  
ヨハネ福音書が、共観福音書とは異なる時間的・地理的な構成――すなわち複数回のエルサレム訪問と複数
回の過越祭をめぐる旅程――を示している理由は、確定的に断じることは難しいものの、以下のような学問
的・神学的な見解がしばしば提示されています。

1. 神学的・象徴的構成への重視：
ヨハネ福音書は、イエスを「神の子」「言（ことば）」としての壮大な神学的視点から描き出し、イエ
スがユダヤの祭りや神殿にまつわる象徴を、真に完成し実現する存在として示します。
例えば、複数の過越祭や仮庵の祭り、修辞的な「わたしは～である」（エゴー・エイミー）の宣言によ
り、イエスが旧約の制度や象徴（神殿・過越祭・律法など）を究極的に成就する方であることを強調し
ます。そのため、ヨハネは祭りごとにエルサレムへ向かうイエスの行動を繰り返し描写し、読者がイエ
スの自己啓示を段階的に理解できる構造を採用していると考えられます。

2. 歴史的伝承・情報源の違い：
ヨハネ福音書は、共観福音書とは異なる伝承、あるいはイエスの働きや言動について別の情報源に基づ
いている可能性があります。ヨハネ福音書には他の福音書に見られない物語やエピソード（例：カナの
婚礼、ベタニヤでのラザロの復活、幾度ものエルサレム訪問）があります。これらは、ヨハネが特定の
共同体（例えばヨハネ共同体）で保存されていた伝承を反映しているかもしれません。



3. 読者層・意図する読者への配慮：
ヨハネ福音書は、その読者として、ユダヤ的背景を有しつつもより広い哲学的・宗教的問いを持った聴
衆を想定していた可能性があります。ユダヤ暦や祭りが繰り返し登場することで、読者はユダヤ教的文
脈の中でイエスが何者であったかを再考し、イエスのアイデンティティを深めて理解する機会を得るこ
とになります。こうした説明的な繰り返しは、読者がイエスの真の姿を徐々に知るための構成と考えら
れます。

4. 文学的・神学的意図（クリストロジーの強調）：
ヨハネ福音書は「高いキリスト論」を展開するとよく評されます。イエスを旧約の祭りや律法より上位
に位置付け、イエスの言動を時系列的な直線構成ではなく、祭りごとの段階的な深化として提示するこ
とで、読者は「イエスこそが真の神殿であり、真の過越の子羊である」といった神学的主題を繰り返し
味わうことになります。

まとめると、ヨハネ福音書が共観とは異なる「複数回のエルサレム訪問」という構成をとる理由としては、
単純に史的事実の異同であるというよりも、特定の神学的意図、ユダヤ祭りとイエスの自己啓示との関連付
け、異なる伝承の採用、および読者に対する信仰的理解の深化を促す文学的戦略が考えられます。

 

ヨハネ福音書の場面は、ほとんどが、安息日か祭りの場面で
す。大祭司としての働きが強調されていると思われます
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確かに、ヨハネ福音書はイエスの行動や対話をユダヤの祭りや安息日の場面に頻繁に置くことで、イエスが
ユダヤ教的礼拝秩序（神殿、祭司、祭り）を完成・究極化する存在であることを示唆していると考えられま
す。これによって、イエスがいわば「大祭司的」役割を果たす方であるという神学的メッセージが浮かび上
がります。

いくつかの観点：

1. 祭りや安息日を舞台とした「成就」の物語：
ヨハネ福音書では、過越祭(2章、6章、11-13章など)、仮庵の祭り(7章)、宮清め(2章)など、ユダヤ教の
祭事歴の中でのイエスの活動が強調されます。これらはイエスが既存の祭りの意味を新たに解釈・成就
する存在であることを示すための舞台となります。旧約における祭司は、律法に従い祭りや儀礼を執行
する仲介者でしたが、イエスはそれらの行為や象徴を自らに集中させ、真の意味を示す存在として描か
れます。

2. 「神の子羊」・神殿の完成者としてのイエス：
ヨハネ1:29でバプテスマのヨハネはイエスを「世の罪を取り除く神の小羊」と宣言します。大祭司は年
に一度、大贖罪日に至聖所でいけにえを捧げ、民の罪を贖いましたが、イエスはより根源的な意味で
「いけにえ」となり、さらに祭司そのものとして神と人を結ぶ終極的な働きをします。ヨハネ2:19-21
でイエスは自分自身を「新たな神殿」と言及しています。神殿は大祭司が務める中心地であり、その神
殿がイエスご自身によって実現するということは、イエスが祭司の働きを内包し、かつそれを刷新する
存在であることを暗示します。

3. 安息日における癒しと立法の完成：
ヨハネ5章や9章などでは、安息日に癒しが行われ、ユダヤ人当局とイエスとの間で対立が生じます。安
息日は創造と救済を回想し、真の安息は神との親密な交わりを象徴します。大祭司は神との交わりを執
り成す存在でしたが、イエスは安息日そのものの真義を示すことにより、律法を越えた神との直接的な



交わり（霊的安息）をもたらす祭司的な働きを行います。
4. 「大祭司の祈り」(ヨハネ17章)：
イエスが十字架前夜に弟子たちのためにささげる長い祈りは「大祭司的祈り」と呼ばれます。ここでイ
エスは弟子たちを真理によって聖別し、彼らのためにとりなし、その一致と保護を願うことで、祭司的
取次ぎの役割を全うしています。イエスご自身が犠牲となる前夜、彼はまさに大祭司として神と弟子た
ちの仲介を行っているかのようです。

まとめ：
ヨハネ福音書は、安息日やユダヤの祭りといった背景を通して、イエスが旧約祭司制度が最終的に指し示し
てきた「神と人を結ぶ唯一・真の仲介者」として登場することを描き出しています。このような配置は、イ
エスが大祭司として機能すること、すなわち旧約の制度の完成者・頂点であることを強く示唆しており、ヨ
ハネ独自の神学的構成の中で大きな意味を持っていると考えられます。

 

ルカ福音書の9:51-18:30までは長い「旅路」の箇所ですが、
マタイとマルコの該当箇所は短いのですね？
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はい、その通りです。ルカ福音書の9:51から18:30まで続く、いわゆる「旅路物語（旅行叙述）」は、ルカ独
自の特徴となっています。この区間では、イエスがガリラヤからエルサレムへ向かう道のりが、比較的長い
文学的構造として展開されています。しかし、マタイやマルコでは、イエスがガリラヤからエルサレムへ上
る叙述は、ルカほど長期的・集中的には扱われていません。

具体的な違い：

マルコ福音書：
マルコはイエスの生涯を比較的簡潔に描いており、ガリラヤでの活動からエルサレムへの上りは短い場
面転換として扱われます。イエスがエルサレムへ向かうくだりは10章後半から11章にかけてあり、そこ
から受難週へとなだれ込むため、長い旅路としての描写はありません。
マタイ福音書：
マタイもまた、ガリラヤでのイエスの宣教からエルサレムへの移動を比較的短い繋ぎとして描きます。
エルサレム到着までに若干のエピソードはあるものの、全体としてはルカほどの「旅の進行形ドラマ」
は組み込まれていません。
ルカ福音書の特徴：
ルカは9:51で「イエスはエルサレムに向かう決意を固められた」(9:51)という転換点を明示し、その後
18章末頃まで「道中」のイエスが語る多くのたとえや教え、弟子訓練、種々の出会いを詳細に並べま
す。これにより、ルカは物語空間を広げ、イエスの教えと弟子養成を「旅」という比喩的・神学的文脈
の中で展開させているのです。これらのエピソードは他の福音書には記されていない独自の素材が多
く、ルカはイエスのメッセージや神学的意図を、この長い「旅路」構造を通して明らかにしようとして
いると考えられます。

まとめると、マタイとマルコはエルサレムへの移動を短めの移行として扱い、受難週へと繋ぐ一方、ルカは
長い「旅路物語」を挿入し、その中で多くの独自の教えや物語を展開することで、神学的かつ文学的な構造
上の独自性を示しています。

 

マタイは具体的にはどこからどこの箇所ですか？



マタイは具体的にはどこからどこの箇所ですか？  
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マタイ福音書では、ルカの9:51-18:30に相当するような長大な「旅路物語」と呼べる部分は存在せず、イエ
スがガリラヤからエルサレムへ向かう移行は、はるかに短く簡潔に描かれています。具体的には、マタイ
19:1でイエスがガリラヤを去り、「ヨルダン川向こうのユダヤ地方」に入るところが、エルサレムへの上り
の始まりと見なせます。その後、イエスはエルサレムへ近づき（マタイ20章後半）、21:1でオリーブ山付近
に到着し、エルサレム入城（いわゆる「棕櫚の主日」）へと至ります。

要約すると：

ガリラヤ離脱：マタイ19:1

ユダヤ地方を経てエルサレムへ向かう諸エピソード：マタイ19-20章
エルサレムへの接近と入城：マタイ21:1以降

これらの章では、ルカのような「旅の途中で多くの独自の説教・たとえ話が並べられる」という長い旅路物
語は展開せず、あくまでも移動は短い場面転換として描かれている点が特徴です。

 

ルカが書いた旅路は、エジプトから出た羊たちが荒野で牧者
に導かれたあわれみの歴史を連想しますね
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確かに、ルカ福音書9:51以降の長い「旅路」物語は、旧約聖書の出エジプト以降の荒野での放浪と、それを
導く神のあわれみに通じる構図を想起させます。いくつかの点で、この類似性は興味深い神学的示唆を含ん
でいます。

1. 出エジプトと荒野の旅の再現：
イスラエルの民は出エジプト後、荒野を旅する中で神の律法、日々のマナ、雲の柱と火の柱による導きを受
け、カナンの地へと向かいました。この荒野の旅は、民が神との契約関係を深め、信仰を試され、成熟させ
られる「成長の旅」でもありました。

ルカ福音書におけるイエスのエルサレムへの「旅」は、ちょうどイエスが弟子たちを引き連れ、教え、対話
し、そして彼らを信仰の成熟へと導くプロセスが長く描かれています。この意味で、「旅」は単に地理的移
動ではなく、信仰者の内的成長や神学的理解の深まりを象徴しています。

2. イエスによる「牧者」としての導き：
旧約の荒野では、神ご自身がイスラエルを牧する「牧者」として描かれ（詩編23篇参照）、またモーセやア
ロン、そして後に与えられる指導者たちがこの牧者的役割を補助的に担いました。同様に、ルカはイエスを
旅の中で弟子たちを導き、教え、時に叱責し、時に慰める牧者として描きます。特に「失われた羊」（ルカ
15章）、「良い牧者」というヨハネ福音書での明示的イメージ（ヨハネ10章）ほど直接的な言い回しは少な
いにせよ、ルカのイエスは道中で人々を導く存在としてしばしば提示されます。

3. あわれみと赦しの広がり：
旧約の荒野物語は、神が不平・不信仰を繰り返す民に対しても、忍耐深く、あわれみ深く導き続ける歴史で
した。ルカが描くイエスの旅もまた、サマリア人や税吏、罪人たちをも含めた多様な人々が道中で出会い、
イエスは繰り返しあわれみ、赦し、回復を示します（たとえばルカ10章の善きサマリア人のたとえ、19章の



ザアカイとの出会いなど）。ここには、出エジプト後の荒野で神が繰り返しイスラエルを赦し、導いたあわ
れみの延長線上にあるテーマを見ることができます。

4. エルサレム（約束の地）への到達と救済の完成：
旧約で荒野の旅が約束の地カナン到達で一区切りするように、ルカの長い旅路はついにエルサレムへと到達
します。そこでは、イエスの受難と復活を通じて真の救いがもたらされることになります。旧約においては
カナン定住が暫定的な救済を意味しましたが、ルカ福音書ではエルサレムで成就するイエスの死と復活に
よって、すべての民への救いが完成に近づく「究極の目的地」が示されます。

まとめ：
ルカ福音書の「旅路」は、旧約の出エジプトから荒野を経て約束の地に至る流れを新たな形で反映し、イエ
スを真の牧者として、荒野におけるあわれみの歴史を今度は霊的な意味で更新・完成するものとして読み解
くことができます。これにより、読者はイエスの宣教を単なる歴史的事件としてでなく、救済史を貫く「神
のあわれみの物語」として捉え直すことができるでしょう。
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